
主催／京都創生推進フォーラム  京都市　 後援／京都創生百人委員会　 協賛／公益財団法人金剛能楽堂財団

●パネルディスカッション

電話かＦＡＸ、または電子メールで、７月25日（水）までに、京都いつでもコール（京都市市政情報総合案内コールセンター）へお申込みください。　
申込みの際には、郵便番号、住所、氏名（ふりがな）、電話番号をお伝えください。
お申込みいただいた方へは、当否にかかわらず連絡ハガキを送付します。（7月下旬予定）

電話番号 075-661-3755
み な こ こ

【京都いつでもコール】

（右記ホームページの送信フォームをご利用ください）

ご よ う は こ こ

FAX番号 075-661-5855
電子メール 京都いつでもコール 検索　 または、

http://www.city.kyoto.lg.jp/sogo/page/0000012821.html

プログラム

天野 文雄
下出 祐太郎
杉本 節子
小林 昌廣

立石 義雄
門川 大作

京都創生推進フォーラム代表
京都商工会議所会頭

京都市長

※駐車場はございませんので、地下鉄・市バス等の公共交通機関をご利用ください。

●あいさつ

●オープニング
※パネルディスカッションの模様は、以下のホームページ
においてインターネット動画により生中継する予定です。

http://www.ustream.tv/user/kyoto-shiminsanka

下出蒔絵司所、京都美術工芸大学教授
京都工芸繊維大学伝統みらい教育研究センター特任教授
公益財団法人 奈良屋記念杉本家保存会常務理事兼事務局長
料理研究家、随筆家
情報科学芸術大学院大学教授
京都芸術センター運営委員

午後1時30分開演　午後4時終演予定
平成24年8月8日（水）とき

金剛能楽堂
京都市上京区烏丸通中立売上ル

★市営地下鉄烏丸線「今出川」駅下車,6番出口より南へ徒歩5分
　市バス「烏丸今出川」停留所より南へ徒歩5分ところ

無料参加費 定 員
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み
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パネリスト（敬称略）

撮影協力：金剛能楽堂

「“伝統”の継承と創造」

京都市印刷物第244143号
発行／平成24年6月

文化庁関西元気文化圏推進・連携支援室長
国際高等研究所副所長、大阪大学名誉教授

※かけ間違い等にご注意ください

京都創生
推進フォーラム

シンポジウム
市民が進める京都創生

日本の財産である京都を守り、育て、未来へ･･･

400名

京都創生推進フォーラムと京都市では、京都創生の実現に向けた市民の皆さんによる
自主的な活動を推進するため、シンポジウムを開催します。
これからも京都が、歴史と伝統を大切に受け継ぎながら、今を輝かせ、
新たな伝統を創造し続けることで、日本人が誇りに思い、世界中の人々を魅了するまちで
あり続けるために、私たちができることを考えたいと思います。

舞囃子 安宅
金剛流宗家

（応募多数の場合は抽選）

金剛永謹



日本の歴史や文化が集積された

千二百年の都・京都は、

日本の財産であり、世界の宝です。

私たちは京都人であることに誇りを持って、

私たち自らが、この京都に、

景観、文化、観光の三つの大輪の花を咲かせ、

光り輝く歴史都市・京都を創生することを

宣言します。

京都創生推進フォーラムとは
「京都創生」を実現するためには、まず、京都市民や
企業・団体の皆さん自らが手を携えて京都のまち
づくりに取り組む必要があることから、自主的な
取組を推進する地元京都の団体・企業・個人が集まり、
平成17年６月に「京都創生推進フォーラム」が設立
されました。

京都商工会議所
公益財団法人  京都市芸術文化協会
社団法人  京都経済同友会
株式会社  京都新聞社
公益財団法人  京都市景観・まちづくりセンター
公益財団法人  大学コンソーシアム京都
公益社団法人  京都市観光協会
公益財団法人  京都文化交流コンベンションビューロー
京都府
京都市　　　（順不同）

■京都創生推進フォーラム運営委員会委員

発 行：京都創生推進フォーラム
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代　表　立石義雄（京都商工会議所会頭）
副代表　門川大作（京都市長）
顧　問　山田啓二（京都府知事）

事務局：公益財団法人 京都文化交流コンベンションビューロー
京都市中京区烏丸通夷川上ル 京都商工会議所ビル5階
TEL 075-212-4540

私たちは、京都ならではの自然や町並み、建物を保全・
再生し、美観を損ねる看板や放置自転車などをなくす
ことで、美しい景観を持つまちの創生に努めます。

私たちは、京都で生まれ、育まれてきた多様な伝統文
化を守り、継承し、自らも文化芸術に触れ、実践するこ
とで、日本文化が息づくまちの創生に努めます。

私たちは、京都の歴史的な価値や新たな魅力を創造・
発信し、京都を訪れる人を暖かく迎えることで、世界の
人々が自由に集い交流するまちの創生に努めます。

平成17年11月9日
京都創生推進フォーラム

京 都 創 生 宣 言
光り輝く歴史都市

景観

文化

観光


